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転倒災害急増！関係団体に緊急要請（取材のお願い） 
～「３Ａ運動」で転倒災害を防止しよう！～ 

  

宇都宮労働基準監督署（署長 堀澤 俊孝）は、今年過去最悪のペースで急増している転倒災

害の増加に歯止めをかけるため、１１月１日から来年３月３１日まで、 

「３Ａ運動」（あせらない・あわてない・あなどらない） 

を展開し、あらゆる機会を通して転倒災害防止対策を指導強化していきます。 

この運動に先立ち、今年転倒災害が増加傾向にある４災害防止団体に対し、下記のとおりで緊

急要請書の交付を公開で行います。 

是非、取材にお越しください。 
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※「３Ａ運動」（あせらない）（あわてない）（あなどらない）の詳細に関しては別添リーフレットをご

参照ください。 

Press Release 
栃木労働局 

宇都宮労働基準監督署 

 

１  日時  平成３０年１０月３１日（水） １１：００～ 
 
２  場所  宇都宮市明保野町１－４ 宇都宮第２地方合同庁舎別館 
     宇都宮労働基準監督署２階会議室 
 
３  緊急要請文書交付対象団体 
      

① 宇都宮労働基準監督署管内商業労働災害防止協議会 

② 陸上貨物運送事業労働災害防止協会栃木県支部 宇都宮分会 

③ 陸上貨物運送事業労働災害防止協会栃木県支部 宇都宮中央分会 

④ 陸上貨物運送事業労働災害防止協会栃木県支部 宇都宮東分会 

 
 



宇都宮労働基準監督署管内における労働災害発生状況【平成３０年９月末現在】

○負傷者数 ※ ３５１人、対前年同期比９．３％の増加！

宇都宮労働基準監督署管内の事故の型別労働災害発生状況【平成３０年９月末現在】

○転倒災害の負傷者数 ※１０３人、対前年
同期比２５人（３２％）の増加！

（※休業4日以上の負傷者数）
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このままの状況（増加率32％）が続

くと初の年間150件超えになる！

宇都宮労働基準監督署



• 転倒災害の防止

１．床面、通路は、凹凸や段差が無く、滑りにくい構造に
しましょう。

２．床の水濡れや油よごれ等は放置せず、すぐによく拭き
取りましょう。

３．履物は、滑りにくい靴底のものを着用しましょう。
４．通路、階段、出入口に物を放置しないようにしましょう。
５．駐車場や屋外の通路、階段等の凍結の状態を十分に
確認し、事前に滑り止め等の措置を行いましょう。

６．階段、通路には通行に十分な明るさを確保しましょう。
７．確認してから次の動作に移ること、走らないことを徹
底しましょう。

基本は４Ｓ・・・「整理」「整頓」「清掃」「清潔」

※ 冬期は濡れた床面の凍結等により、転倒災害が起きやすい状況になります。

事業場内でのリスクを早期に見つけ排除するよう、リスク低減措置に取組むことが重要です。

３Ａ運動とは、労働者が特に心掛ける歩行行動を表した「あせらない」

「あわてない」「あなどらない」のキーワードの３つの頭文字を取り、安全

な歩行行動の定着化を図ることにより、転倒災害を防止するものです。

○「あせらない」：早くしなければと感じても苛立たない。

あせっていても足元確認をおろそかにしない。

○「あわてない」：突然の出来事にも落ち着いて行動する。

あわてて走らない。

○「あなどらない」：ちょっとした段差や濡れた床をあなどらない。

転倒をあなどらず教育の対象とする。

３Ａ運動実施期間
平成３０年１１月１日から平成３１年３月３１日まで

・ ３Ａ運動で転倒災害を防止しよう！！
＜年末・年始、年度末無災害運動期間中＞

☑ チェックシートで確認 「転倒災害防止のためのチェックシート」に

より確認をお願いします。



「STOP！転倒災害プロジェクト2015」特設サイトより



（参考） 宇都宮労働基準監督署管内統計

（平成30年1～9月末までの休業4日以上の労働災害発生状況、抜粋）
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